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東京都南多摩西部建設事務所の概要＜８年度版＞ 

 

 

１ 管 内 の 概 況  

 

（１）所管エリア 南多摩西部地区 

  八王子市･日野市の２市 

（２）面 積 213.93㎢ 
（八王子市 186.38㎢、日野市 27.55㎢） 

（３）人 口 768,875人（+389） 
（八王子市 576,238人、日野市 192,637人） 

               （令和 8年１月１日現在[東京都の統計]） 

（４）地 勢 

管内は、北に秋川丘陵、西に関東山地、南に多摩丘陵と三方を丘陵や山

地に囲まれた盆地上の地勢で、東は平坦部が関東平野に続いている。 

ほぼ中央を西から東へ浅川が流れ、これに中小の河川が合流している。 

 

２ 人   員  

 

組 織 ･ 人 員（令和８年４月１日現在） 

5課、28担当、3工区 

庶 務 課   13名 

管 理 課   27名 

所 長       用 地 課   15名 

          用地専門課長   1名 

工 事 課   35名 

補 修 課   14名 

          工 区(3)     17名 

総職員数 122名（会計年度任用職員（専門職 16名・アシスタント職 13名）を含む。） 

 

３ 事 業 費  ＜令和８年度～令和６年度＞ 

（予算：単位 百万円） 

区   分 令和８年度 令和７年度 令和６年度 

道路橋梁・街路整備 

（内、交通安全施設） 

５，３１７ 

    （７８１） 

５，２７３ 

    （８５６） 

４，５２３ 

    （４７１） 

道路橋梁維持・補修 ５，５５８ ５，６８７ ５，０２１ 

河 川 整 備 ・ 維 持 ２，５５０ ３，０９０  ２，５４０  

合   計 １３，４２４ １４，０５０ １２，０８４ 

日野橋（一 256号八王子国立線 甲州街道） 



 - 2 - 

４ 道路・河川の管理  

（１）道 路 

１）管理道路規模 29路線 延長 169.2 km 

<<内訳>> 国道（指定区間外）    1路線（411号）   6.3 km 

        都道（主要地方道）    7路線           51.2 km 

        都道（一般都道）     21路線          111.7 km 

２）この他、一般橋梁 119橋、横断歩道橋 10橋、人道橋 10橋、立体交差施

設 5箇所、トンネル 10箇所などを管理 

（２）河 川 

管理河川規模 18河川（一級河川、多摩川水系）延長約 120 km 

 

５ 主 な 事 業  

多摩地域のまちづくりに資するため、必要な用地取得、都市基盤の効果的・重

点的な整備を進めるとともに、効率的・計画的な管理を実施している。 

（１）道 路 事 業 

管内では、開発事業が盛んに進められ

市街化が進み、それに伴い生活圏も拡大

した。また、八王子北西部には砕石採取

場や大規模霊園も多く立地している。さ

らに、圏央道八王子西ＩＣのスマートイ

ンター化に合わせ、物流拠点整備計画が

進められており、更なる道路整備への期

待が高まっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建設局では、第五次事業化計画を策定するなど、交通の円滑化等を進める

こととしている。所管する都道については、歩行者の安全、交通渋滞の解消

など多くの課題を抱えており、道路の新設や拡幅、交差点の改良、歩道設置

南平（一 173号上館日野線 北野街道） 
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大栗川環境整備（旧川緑道化） 

等を実施し、引き続き事業の一層の推進に努めていく。 

１）道路整備事業 八王子五日市線（主 32号・秋川街道）、八王子町田線(主

47号・町田街道)、上館日野線(一 173号・北野街道)などの路線で実施 

２）橋梁整備事業 日野橋（一 256号八王子国立線・甲州街道）、松枝橋（主

46号八王子あきる野線・高尾街道)、東秋川橋（一 166号瑞穂あきる野

八王子線）、多摩大橋（主 59号八王子村山線）で実施 

３）街路整備事業 八王子 3･4･28(石川・宇津木)、日野 3･4･3(三沢) 、八王

子 3・3・10(緑町、台町一)で実施 

４）交差点改良工事等 長沼駅入口 (都 173号上館日野線(北野街道))、川原 

宿（都 521号上野原八王子線(陣馬街道))などで実施 

 

（２）河 川 事 業 

管内の管理河川は、山地・丘陵地から平地へと流れる 18 河川、総延長約

120km である。これらの河川において、台風や集中豪雨による水害から市民

の命と暮らしを守るため、川幅を広げるなどの河川改修を進めている。また、 

河床低下などにより根入れ不足となった 

護岸や、老朽化などに伴い崩壊のおそれ 

のある箇所については、維持および防災 

工事を実施している。 

一方では、鮎やホタル等が生息する良 

好な自然環境を有しており、市民が自然 

環境にふれあうことのできる貴重なオー 

プンスペースとなっている。このため、 

地域に親しめる河川として、河岸の緑化、 

緩傾斜型護岸の整備などのうるおいのあ 

る水辺空間の創出に取り組んでいる。 

１）中小河川整備事業  谷地川、川口川、南浅川などで実施 

２）河川環境整備事業  大栗川で実施 

３）河川防災事業等   谷地川、川口川などで実施 

 

（３）道路･橋梁の維持補修 

管内の道路・橋梁を常に良好な状態に保つため、路面などの維持補修工事

を計画的に実施するとともに、利用者や沿道からの要望に適切に対応してい

る。また、無電柱化や自転車通行空間整備など、道路の質の向上を図ってい

る。 

１）道路の維持 

安全で快適な道路を維持するため、

計画的な施設の更新や、定期的に道路

巡回パトロールを行い、路面等の異常

箇所の早期発見と対応に努めている。 

 

道路巡回パトロール 
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また、街路樹の維持、道路照明の保守、路面の清掃など日常の維持管理

作業をそれぞれ民間の専門会社に委託し実施している。 

２）橋梁の長寿命化 

文化的価値の高い著名橋、架替えに多額の費用と周辺の多大な影響が予

想される長大橋、鉄道や道路を跨ぐ橋梁等について、最新の技術や材料に

より、補修や補強を行うことで、より安全で耐久性に優れた橋梁に改良し、

安全・安心を確保する。また、これにより対策後 100年以上の延命化を目

指す。 

令和８年度は、豊田陸橋で塗装の更新、平山橋で伸縮装置の補修などの

延命対策を実施する。 

３）橋梁の維持 

橋梁の健全度調査を定期的に実施し、 

その結果に基づき傷みの激しい箇所の   

補修・改良を順次行っている。 

令和８年度は、立日橋、水無瀬橋、

椚沢橋などで補修工事を、あかはけ橋

などで橋面舗装工事を実施する。 

４）無電柱化の推進 

  都市防災機能の強化などを目的とし

て都道の無電柱化を推進している。令

和８年度も引き続き多摩ニュータウン通り、北野街道などで電線共同溝を

整備する。 

 

（４）土 砂 災 害 対 策 事 業 

管内は、土砂災害の危険性のある地域

が多数存在しており、都では、都民の生

命を守るため、砂防事業とともに、地元住

民の要請に基づき、地元市と連携して急傾

斜地崩壊対策事業を進めている。さらに、

警戒避難体制の整備や危険箇所での開発の

抑制等を目的とした土砂災害警戒区域等の

指定（H29 年度完了）を行うなど、総合的

な土砂災害対策を進めている。 

１） 砂防事業       下恩方地区第一沢、裏高尾地区第一沢 

２） 急傾斜地崩壊対策事業 平山六丁目地区、初沢 3-4地区などで実施 

※ その他の災害対策 

災害対策には土砂災害対策以外に水害対策、雪害対策、地震による緊急

道路障害物除去作業等がある。これらについては、関係機関や管内事業者

等の協力を得ながら態勢の確保や実地訓練等を行っている。 

多摩ﾆｭｰﾀｳﾝ通り(電線共同溝) 

下恩方地区砂防事業 


